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KAKEHASHI プロジェクト（招へいプログラム）  

（対象国：米国、若手研究者第 4 陣）の記録 

 

１．プログラム概要 

「対日理解促進交流プログラム」の一環として、アメリカ合衆国より若手研究者 42名

が来日し、日本の政治、社会、歴史及び外交政策に関する理解促進や、日本の魅力等の

積極的な発信を目指し、平成 28年 2月 24日から 3月 1日までの 6泊 7日の日程でプロ

グラムを実施しました。 

 

２．参加国・人数 

アメリカ合衆国 42名 

 

３．訪問地 

東京都、広島県 

 

４．日程    

2月 24日（水） 成田国際空港より入国 

2月 25日（木） 来日時オリエンテーション 

【日本の外交政策に関する講義】(外務省北米局) 

 1．グループ A・B：【訪問】日本エネルギー経済研究所、株式会社 JERA 

 2．グループ C・D・E：【訪問】日本国際問題研究所 

キヤノングローバル戦略研究所(グループ C・D) 

               外務省総合外交政策局政策企画室（グループ E） 

2月 26日（金） 

 1．グループ A：【訪問】米国大使館、【日本理解講義】明治大学、【視察】国会議事堂 

 2．グループ B・C・D・E:【訪問】防衛省 

               三菱重工業 M’s Square、日本原子力開発機構(グループ B) 

             在日米海軍横須賀基地(グループ C・E) 

             東京タワー (グループ D) 

2月 27日（土） 東京都から広島県へ移動 

       【歴史的建造物視察】広島平和記念資料館、平和記念公園（原爆ドーム）

2月 28日（日）【地場産業視察】賀茂鶴酒造、西条酒蔵通り 

       【自然環境・世界文化遺産視察】宮島、厳島神社 

       【ワークショップ】報告会準備 

2月 29日（月）広島県から東京都へ移動、【報告会】 

       【訪問・視察】日本科学未来館（グループ A） 

JICAアフリカ部（グループ B） 

              国家安全保障会議（グループ C） 

              一橋大学 秋山信将教授（グループ D） 



 

2 

東京財団（グループ E） 

3月 1日（火）【歴史文化視察】江戸東京博物館（グループ A・B・E） 

               遊就館・靖国神社（グループ C） 

       【NPO訪問】  ジャパンプラットフォーム(グループ D) 

       成田国際空港より出国 

 

５．KAKEHASHI Project（アメリカ）若手研究者第 4陣 プログラム記録写真  

  

2月 25日  日本エネルギー経済研究所 

中東研究センター (東京都) 

2月 25日 キヤノングローバル戦略研究所 

(東京都) 

  
2月 25日 外務省政策企画室(東京都) 2月 26日 国会議事堂視察(東京都) 

  

2月 26日 三菱重工業 M’s Square 

(東京都) 

2月 26日 在日米海軍横須賀基地 

(神奈川県横須賀市) 
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2月 27日  広島平和記念資料館 

(広島県広島市) 

2月 27日  爆心地訪問(広島県広島市) 

  

2月 28日 賀茂鶴酒造 (広島県西条市) 2月 28日 宮島、厳島神社（広島県廿日市

市） 

  

2月 29日 日本科学未来館(東京都) 2月 29日 報告会(東京都) 

 

６．参加者の感想   

◆ 米国若手研究者 

プログラム全体が大変勉強になるものでした。カケハシプロジェクトによって、私たちは広い視

点で外交政策から産業、歴史に至るまで日本の社会全般の知識を得ることができました。言葉は

通じなくても、これまで旅したどこの国よりも心地よい、温かいもてなしを受けました。日本は礼儀

正しい社会であり、それに触れることができたことは大変嬉しいことでした。ほかの国と同様、日本

も、経済、社会、安全保障面、また、人口、環境分野で様々な問題に直面していますが、これらの

問題に対し独自の素晴らしいやり方で対処していると思います。 



 

4 

◆ 米国若手研究者 

 国際安全保障問題を専門に研究しているため、外務省、防衛省でのブリーフィング、そして日

本国際問題研究所やキヤノングローバル戦略研究所などでのディスカッションに最も強い印象を

受けました。その中でも最も貴重な経験は東シナ海や南シナ海での国際的な問題等、特定の政

策について十分に意見交換ができたことです。今回の訪日で知り合うことのできた専門家との新

しいつながりを今後も維持していきたいと思っています。KAKEHASHI Project により、参加者が日

本で得た情報をそれぞれの研究に生かしていくことで我々の組織の日本の安全保障問題につい

てのプロジェクトの質を高め、太平洋を挟んで研究者と省員とのネットワークが築かれていくと思

います。 

 

◆ 米国若手研究者 

私にとって最も印象深かったのは、日本の安全保障政策で、それは長期間にわたる憲法の履

行によると共に、国家保障戦略と係争中の法律による最近の変化によるものです。日本は、平和

的防衛の一例として、それが可能であれば他の国でも見習うべきものです。 

また、日本が有する非常に豊かな遺産と伝統は、歴史的文化的名所で見られるだけでなく、日常

生活にも表れています。その豊かな伝統は、日本の現代生活の革新と美しく融合しています。 

 

◆ 米国若手研究者 

私は、広島で原爆が投下された後の日本人の回復力、すなわち再建し、世界のために平和と

核の非拡散に力を注いでいることに最も感動しました。この出来事が日本の平和主義的外交政

策にどれほどの影響を与えているかを理解することができました。 

また、日本人の親切さと礼儀正しさにも心を打たれました。誰もが私に対してやさしかったです。

私にとって興味深かったのは、日本の人々がアメリカ人に対してそれほど恨みを持っていない様

子であることと、米国と日本の絆がいかに重要で強力かというのを知ったことです 

 

７．参加者の報告会での発表内容 

 

LESSONS LEARNED 

・Discovered the depth and unique nature of 
the alliance between Japan and the United 
States.  
・Learned the far reaching implications of 
recent national security legislation, the 
reinterpretation of Article 9 of the 
Japanese Constitution, and the revision of 
bilateral defense guidelines. 
・These changes will have a profound impact 
on the U.S.-Japan alliance, allowing both 
parties to reevaluate the scope of the 
alliance and maximize opportunities. 

 

プログラムを通じての気付き プログラムを通じての気付き 
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アクションプラン アクションプラン 

  

プログラムを通じての気付き アクションプラン 

 


